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世界および日本のCO2排出量（2020年）

Based on the Ministry of the Environment's document (https://www.env.go.jp/content/000098246.pdf), 
the translation and graph have been recreated.

Based on the data from the National Institute for Environmental Studies, "The 
GHG Emissions Data of Japan (1990-2020)," a graph has been created.

1

 日本は世界で6番目に多くのCO2を排出しており、その量は約3%に達している
 世界の鉄鋼生産によるCO2排出は7%
 日本の鉄鋼業から日本のCO2排出量の約14%排出、化学産業は5.6%
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世界の鉄鋼生産量（国別:2024）

日本

鉄鋼生産量は中国を含めてアジアが７０％を占める。
その中で日本の鉄鋼の占める割合はわずか４％

Monthly Crude Steel Production in Major 
CountriesUnit: 2015 Production in each country=100

Source: Energy Cost Monitoring (Published November 10, 2024)      
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Nomura, Tokei-Keizai Kenkyu Vol 52. p1(2024)

世界の鉄鋼生産量（２０２４年）

日本単独の規制強化は地球規模での削減に寄与しない可能性がある
→ 世界に与える効果が小さい、また、CARBON LEAKAGEが生じる（右図）

生産拠点の海外流出に伴う排出移転

全世界：18.8億トン/年

Global Note Inc. n.d. Global note (available at: https://www.globalnote.jp/) (accessed 20 October 2025)
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東南アジアでは今後１０年で8,400万トンの増産が計画されている

東南アジアの鉄鋼生産計画（2024→ 2035）

Yeoh W-J 2025 Regional 
decarbonisation roadmap: 
ASEAN-6 Regional 
Decarbonisation Roadmap 
Workshop (Singapore, 1 
December 2025)

MT = Million Tonnes
増産計画の大半が
「BF/BOF（高炉）」
主体である
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https://storage.invitepeople.com/0/1498073/Stegra.pdf

https://lup.lub.lu.se/luur/download?func=downloadFile&recordOId=9111067&fileOId=9111068

スウェーデンのStegra、世界初大型グリーンスチール工場

欧州における「化石燃料ゼロの鉄鋼生産」
の象徴的プロジェクト

図の右下隅には、鉄鉱石を施設に輸送するためのレールと幹線道路が配置されます。その後、鉱石はDRI塔の
外側の貯蔵ホールに貯蔵され、後にDRI塔内で水素によって還元される。図の右上には、電気分解装置、水素
製造装置、その他のプロセスで使用される電力が供給される送電網が配置されています

水素 水素還元 電気炉 薄スラブ連鋳機
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•
•
•
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•

• 349 TWhの電力（1GW級原子炉 約50
基分のクリーン電力に匹敵）が必要（試算の前提：Stegra社のプロセス効率を日本全体の粗鋼生産量に外挿）

•

Stegra世界初大型グリーンスチール工場で必要となるエネルギー

世界でエネルギー事情が大きく異なる
グリーン電力が豊富な地域においても、Hard to abate産業をグリーン化するには莫大なグリーン電力が必要

*: https://lup.lub.lu.se/luur/download?func=downloadFile&recordOId=9111067&fileOId=9111068
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CNにむけたCO2削減には産業間連携も重要な視点

カーボンニュートラルコンビナー
ト研究会(2022,3)
https://www.meti.go.jp/shingikai/ene
cho/shoene_shinene/suiso_seisaku/p
df/001_04_00.pdf

産業を越えた
連携が求められる
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日本学術会議・材料工学委員会の活動方針：3つの出口と達成目標
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活動のカテゴリー分け（出口戦略）：
【出口：サーキュラーエコノミーの確立】
• 資源・材料の循環利用検討分科会
• 材料工学における水素利用・炭素循環（産業連携）の課題検討
【出口：異分野融合による新価値創造】
• バイオマテリアル分科会（臨床・歯学・化学合同）
• 「水素科学技術」に関するWG 
【出口：デジタル・材料設計の革新】
• 新材料デザイン検討分科会（計算機支援/MIの活用） 再生可能エネルギー拡大のための新材料開発

達成目標の定義（時間軸と広がり）：
 アースポジティブ（地球再興）： 素材産業の低炭素化と、再エネ社会を支える革新材料の創出
 ネイチャーポジティブ（自然再興）： 資源の完全循環利用による環境負荷の最小化
 スペースポジティブ（宇宙再興）： 将来展開分科会 を通じ、地球環境の知見を極限環境（宇宙

等）の材料循環・フロンティア技術へ応用

材料工学委員会は、素材の進化を通じて『地球再興』への責務を果たしていく。
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Hard to Abate産業の脱炭素化に向けて

•

•

•

•

•

•
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END


